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2018 年 10 月（第 1 版） 医療機器認証番号：224ABBZX00121000

機械器具 6 呼吸補助器 

管理医療機器 CPAP キット 70579000 

ＣＰＡＰ システム（VS） 
（PEEP バルブ） 

 

再使用禁止 
 

 

 【警告】 

1． 持続的気道陽圧療法を受ける患者を監視すること。［体液鬱滞、

気胸、心拍出量の減少、胃膨満などが起こる可能性があるため］ 

  

 【禁忌・禁止】 

1. 再使用禁止 

2. 本製品の水洗い、浸漬、ガス滅菌、蒸気滅菌をしないこと。

［有毒な残留ガスが生じたり呼気抵抗が危険なレベルにまで

増加したりする可能性があるため］ 

3. 次の症状や既往歴を有する疑いのある患者に持続的気道陽圧

療法を行う場合は注意すること。禁忌疾患の症状が発生した

場合は、直ちに使用を中止すること。 脳脊髄液漏れ、篩板の

異常、頭部の外傷、気脳症 

〈適用対象（患者）〉 

本品を次の患者には使用しないこと。 

1. 嚢胞性肺疾患、低血圧、重度の不整脈、冠動脈疾患、気胸、

縦隔気腫、活動性結核 

  

 【形状・構造及び原理等】 

 1. 形状 

  

 

 

 

 

 

PEEP バルブ 

  

 品 番 構 成 

9003B 2.5 cm H2O（245Pa）, 9005A 

9005B 5.0 cm H2O（490Pa）, 9005A 

9007B 7.5 cm H2O（732Pa）, 9005A 

9010B 10.0 cm H2O（980Pa）, 9005A 

9012B 12.5 cm H2O（1225Pa）, 9005A 

9015B 15.0 cm H2O（1470Pa）, 9005A 

9022B 20.0 cm H2O（1960Pa）, 9005A 
 

  

 【使用目的又は効果】 

 持続的気道陽圧法を行うために用いること。 

  

 【使用方法等】 

 本製品を接続して使用する装置、及び製造業者が支持する手順に

従って、使用前にシステムが適切に機能することを確認すること。 

  

 1. 患者が組み合わせて使用するマスクに慣れるまで、PEEP バル

ブなしで呼吸させる。 

 2. 医師の方針に従って、適切な呼吸終末陽圧レベルを選択する。

押しながらねじり、マスクの呼気側ポートに PEEP バルブを接

続し、PEEP バルブの開放ポートが大気へ解放されていること

を確認する。 気管切開を施された患者に CPAP を行う際はマス

クを使用せず、アダプタ（9005A）を使用して PEEP バルブを呼

吸回路に接続する。 

 3. CPAP システム内に PEEP バルブの開放ポートから十分な流量

が排出されているかを確認する。 

 4. 気道内圧を監視する場合は、マスクのポートに気道内圧チュー

ブを取り付ける。ポートを使用しない場合は、必ずポートに

キャップを被せる。 

  

 【使用上の注意】 

 〈重要な基本的注意〉 

 1. 全ての接続が安全にセットされていることを確認すること。 

 2. 本製品の使用前に、接続に誤りがなく、すべての接続部に漏れ

がないことを確認すること。 

 3. すべての接続部は両手で持って強く押し込む、又はねじって固

定し、緩みがないことを確認すること。 

 【保管方法及び有効期間等】 

 〈保管方法〉 

 保管条件 

 周囲温度：-30℃～70℃ 

  

 【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

 製造販売業者： 

バイエアメディカル合同会社 

TEL：0120-951-321（カスタマーサービス） 

外国製造業者： 

バイエア メディカル インク（Vyaire Medical, Inc.） 

国名：アメリカ合衆国 

  

 

 


